
 

自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

 

                 （事業所名）品川ﾘﾌﾗｸﾄﾘｰｽﾞ㈱ 赤穂工場 

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

耐火物生産では生産の集約をさらに進めることで、設備の効率的な稼働を目指

します。これに伴い設備の休止や移転などで省エネ・省資源を推進します。(たと

えば、焼成炉の休廃止など) 

また、廃棄原料のリサイクルやゴミの分別収集を徹底し、ゼロエミッション事

業所を目指します。 

このような一連の環境対策への取り組みにより、環境への負担を低減させるこ

とによって地球の環境保全に貢献するという基本理念をよりいっそう徹底し、継

続的に推進します。目標・計画等は一般からの要求に応じ、ホームページ等で積

極的に公表します。 

 

 

 

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること） 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

 別紙組織図参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔環境に影響を与える施設の所管部署〕

〔環境に影響を与える施設を所
管していない部署〕
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１－２ 環境保全活動に関する組織体制
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赤穂ゼネラルサービス㈱

１－２ 環境保全活動に関する組織体制



 

 ２ 環境保全活動の実施状況等  
 

 項 目   取組結果   今後の取組計画

ゼロエミッシ

ョンの推進 
・２工場におけるマグネシア系れんがの岡山工場へ

の生産集約に伴い、残土・スクラップ廃棄物の処理

を滞りなく完了。生産修了時にはほぼ在庫ゼロの状

態となり、現場からも評価された。 

・平成25年度は第２工
場の生産縮小の段階

にあり、一部倉庫とし

て活用できるように、

廃棄物の在庫処理を

進める。 

・廃棄ﾊﾟﾚｯトを売却で

きるようにしくみを

つくる。 

 

地域社会との

共生 
・ 周辺地域の清掃 

・ 義士祭への参加 

・ 他企業との合同清掃活動への参加 

・地域貢献の新規テー

マについて今後考え

ていく。 

   

   

   

 


